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1. 平成29年3月期第3四半期の連結業績（平成28年4月1日～平成28年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の所有者に帰
属する四半期利益

四半期包括利益合計
額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期第3四半期 734,405 △3.2 128,706 △14.4 132,391 △9.0 87,309 △20.1 88,181 △20.4 87,305 △0.4
28年3月期第3四半期 758,555 9.2 150,412 50.4 145,433 35.3 109,326 10.0 110,727 8.3 87,658 △48.2

基本的1株当たり四半期利益 希薄化後1株当たり四半期利益
円 銭 円 銭

29年3月期第3四半期 130.81 130.50
28年3月期第3四半期 160.18 159.83

資産合計 資本合計
親会社の所有者に帰属す

る持分
親会社所有者帰属持

分比率
1株当たり親会社所有者帰

属持分
百万円 百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期第3四半期 1,986,926 1,226,409 1,225,774 61.7 1,848.41
28年3月期 1,900,522 1,233,521 1,231,406 64.8 1,801.90

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

（注）平成28年３月期第２四半期末配当金の内訳：普通配当30円、記念配当10円 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年3月期 ― 40.00 ― 30.00 70.00
29年3月期 ― 35.00 ―
29年3月期（予想） 35.00 70.00

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有 
 基本的１株当たり当期利益は、平成28年６月21日から10月24日までに実施した自己株式取得を反映しております。 

売上収益 営業利益 税引前利益 親会社の所有者に帰属する
当期利益

基本的1株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 950,000 △3.7 110,000 △15.7 110,000 △10.1 70,000 △14.9 105.56



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

（注） 詳細は、15ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更」をご覧ください。 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、要約四半期連結財務諸表のレビュー手続を実施
中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因 
により異なる可能性があります。 
 なお、業績予想に関する事項は、14ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更
① IFRSにより要求される会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期3Q 709,011,343 株 28年3月期 709,011,343 株
② 期末自己株式数 29年3月期3Q 45,861,893 株 28年3月期 25,618,187 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期3Q 674,119,308 株 28年3月期3Q 691,272,077 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
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１．当四半期決算に関する定性的情報
 

当社グループは、2014年３月期より国際会計基準（IFRS）を適用しております。 

 

（１）経営成績に関する説明 

① 業績全般の概況 

【連結業績】 

 

                             (単位：百万円。百万円未満切捨て)

 
2016年３月期 

第３四半期累計 

2017年３月期 

第３四半期累計 
対前年同期増減 

売 上 収 益 758,555 734,405 
△24,150 

△3.2% 

営 業 利 益 150,412 128,706 
△21,705 

△14.4% 

税 引 前 四 半 期 利 益 145,433 132,391 
△13,041 

△9.0% 

親会社の所有者に帰属する
四 半 期 利 益 

110,727 88,181 
△22,545 

△20.4% 

四 半 期 包 括 利 益 87,658 87,305 
△353 

△0.4% 
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＜グローバル主力品売上収益＞ 

                   (単位：百万円。百万円未満切捨て) 

品 目 
2016年３月期 

第３四半期累計 

2017年３月期 

第３四半期累計 
対前年同期増減 

オルメサルタン 

高血圧症治療剤 
228,453 179,068 

△49,384 

△21.6% 

プラスグレル 

抗血小板剤 
23,970 31,154 

7,184 

30.0% 

エドキサバン 

抗凝固剤 
10,537 25,983 

15,445 

146.6% 

 

＜販売費及び一般管理費＞ 

                   (単位：百万円。百万円未満切捨て) 

 
2016年３月期 

第３四半期累計 

2017年３月期 

第３四半期累計 
対前年同期増減 

販売費及び一般管理費 232,297 220,460 
△11,837 

△5.1% 

対売上収益比率 30.6% 30.0% △0.6% 

 

＜研究開発費＞ 

                   (単位：百万円。百万円未満切捨て) 

 
2016年３月期 

第３四半期累計 

2017年３月期 

第３四半期累計 
対前年同期増減 

研究開発費 138,125 143,496 
5,371 

3.9% 

対売上収益比率 18.2% 19.5% 1.3% 

 

＜主要通貨の日本円への換算レート（期中平均レート）＞ 

 
2016年３月期 

第３四半期累計 

2017年３月期 

第３四半期累計 

１米ドル/円 121.70 106.68 

１ユーロ/円 134.37 118.09 
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a. 売上収益 

当第３四半期（2016年４月１日～2016年12月31日）の売上収益は、前年同期に比

べ、242億円減収の7,344億円（前年同期比3.2％減）となりました。 

日本・欧州・アジアにおいて主力品が伸長したものの、円高の進行による為替の影

響（408億円）等により、減収となりました。 

 

b. 営業利益 

営業利益は、217億円減益の1,287億円（前年同期比14.4％減）となりました。 

売上総利益は、売上収益の減収に加え、前年同期に秋田工場の事業譲渡に伴う子会

社売却益及び有形固定資産売却益（合計35億円）が売上原価に含まれていたこと等か

ら、減益となりました。 

販売費及び一般管理費は、118億円減少の2,205億円（前年同期比5.1％減）となり

ました。前年同期に遊休資産の売却に伴う有形固定資産売却益（82億円）が含まれて

いたことに加え、前年同期に比べ、事業再編費用が45億円増加したものの、前期末ま

でに実施した営業体制再編による経費削減効果及び為替の影響等により、販売費及び

一般管理費が減少しました。 

研究開発費は、為替の影響により減少したものの、研究開発プロジェクトの進行に

伴い、54億円増加の1,435億円（前年同期比3.9％増）となりました。 

なお、営業利益に係る為替の減益影響額は、76億円となりました。 

 

c. 税引前四半期利益 

税引前四半期利益は、130億円減益の1,324億円（前年同期比9.0％減）となりまし

た。 

前期末に比べ、当第３四半期末の為替換算レートが円安であったため、外貨建の営

業債権に係る為替差損益が改善したことに加え、前年同期の金融費用にサン・ファー

マ株式売却手数料が含まれていたこと等から、営業利益に比べ、小幅な減益となりま

した。 

 

d. 親会社の所有者に帰属する四半期利益 

親会社の所有者に帰属する四半期利益は、225億円減益の882億円（前年同期比

20.4％減）となりました。 

試験研究費控除が減少したこと等により、法人所得税費用が増加したため、税引前

四半期利益に比べ、大幅な減益となりました。 

 

e. 四半期包括利益 

四半期包括利益は、前年同期並みの873億円（前年同期比0.4％減）となりました。 

前年同期のその他の包括利益にサン・ファーマ株式の売却損308億円（税効果考慮

後）が含まれていたこと等から、親会社の所有者に帰属する四半期利益に比べ、小幅

な減益となりました。 
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【地域別売上状況】 

ａ．日本 

日本の売上収益は、4,587億円（前年同期比5.1％増）となりました。 

 

［国内医薬］ 

国内医薬では、薬価改定やジェネリック医薬品の処方拡大による影響があったも

のの、リクシアナ、テネリア、ネキシウム、イナビル、エフィエント、プラリア、

メマリー、ランマーク等の主力品の伸長により、売上収益は3,934億円（前年同期比

3.5％増）となりました。この売上収益には、第一三共エスファ株式会社が取り扱う

ジェネリック事業、並びに北里第一三共ワクチン株式会社及びジャパンワクチン株

式会社等が取り扱うワクチン事業の売上収益が含まれております。 

なお、2016年８月に抗てんかん剤ビムパット（一般名：ラコサミド）を他の抗て

んかん薬で十分な効果が認められないてんかん患者の部分発作に対する抗てんかん

薬との併用療法の適応症で新発売しました。販売は当社が単独で行い、プロモーシ

ョンはユーシービージャパン株式会社と共同で実施しております。さらに、同年８

月にてんかん患者の部分発作に対する単剤療法の効能・効果を追加する承認申請を

行っております。 

 

［輸出医薬］ 

高血圧症治療剤オルメサルタンや合成抗菌剤レボフロキサシンを中心とした輸出

医薬の売上収益は、114億円（前年同期比17.6％減）となりました。 

 

［ヘルスケア］ 

ヘルスケアの売上収益は、第一三共ヘルスケア株式会社が取り扱うスキンケア領

域のミノンシリーズ等の伸長に加え、通信販売の事業基盤強化のために2015年11月

に全株式を取得した株式会社アイムの連結寄与により、519億円（前年同期比30.1％

増）となりました。 

なお、2016年８月にロキソニンＳ外用薬シリーズを新発売しました。 

 

＜日本の主な売上構成＞ 

                  （単位：億円。億円未満四捨五入） 

区 分 
2016年３月期 

第３四半期累計 

2017年３月期 

第３四半期累計 
対前年同期増減 

国 内 医 薬 3,800 3,934 
133 

3.5% 

輸 出 医 薬 139 114 
△24 

△17.6% 

ヘ ル ス ケ ア 399 519 
120 

30.1% 
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＜国内医薬主力品売上収益＞ 

（単位：億円。億円未満四捨五入） 

製品名 
2016年３月期 

第３四半期累計 

2017年３月期 

第３四半期累計 
対前年同期増減 

ネキシウム 

抗潰瘍剤 
620 674 

55 

8.8% 

オルメテック 

高血圧症治療剤 
605 541 

△64 

△10.5% 

メマリー 

アルツハイマー型 

認知症治療剤 

327 363 
37 

11.2% 

ロキソニン 

消炎鎮痛剤 

（うちロキソニンテープ） 

382 

（252) 

293 

(195) 

△89 

△23.4% 

テネリア 

２型糖尿病治療剤 
119 197 

78 

65.5% 

リクシアナ 

抗凝固剤 
96 179 

83 

86.5% 

レザルタス 

高血圧症治療剤 
141 136 

△5 

△3.5% 

プラリア 

骨粗鬆症治療剤 
90 133 

43 

47.1% 

ランマーク 

がん骨転移による 

骨病変治療剤 

94 106 
13 

13.4% 

イナビル 

抗インフルエンザ 

ウイルス剤 

25 79 
54 

211.8% 

クラビット 

合成抗菌剤 
146 120 

△26 

△17.7% 

オムニパーク 

造影剤 
132 111 

△21 

△16.0% 

ユリーフ 

排尿障害治療剤 
90 89 

△2 

△1.7% 

アーチスト 

高血圧・狭心症・ 

慢性心不全治療剤 

121 85 
△36 

△29.7% 

メバロチン 

高コレステロール 

血症治療剤 

108 83 
△25 

△23.2% 

エフィエント 

抗血小板剤 
33 78 

46 

138.8% 
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b．北米 

北米の売上収益は、1,784億円（前年同期比16.7％減）、現地通貨ベースでは16億

７千２百万米ドル（前年同期比5.0％減）となりました。 

第一三共Inc.では、エフィエント、モバンティック、サベイサが増収となったも

のの、ベニカー／ベニカーHCT、エイゾール、トライベンゾール、ウェルコールが減

収となりました。 

なお、第一三共Inc.は、米国Inspirion Delivery Sciences, LLCが保有する乱用

防止特性を備えたオピオイド鎮痛薬２剤（米国承認取得済のモルヒネ徐放性製剤

MorphaBondを含む）について、同社から米国における商業化の独占的実施権の許諾

を受けるライセンス契約を2016年10月に締結しました。第一三共Inc.が販売し、同

社と共同でプロモーションを実施する予定であります。 

ルイトポルド・ファーマシューティカルズInc.では、インジェクタファーが伸長

しました。 

 

＜第一三共Inc.主力品売上収益＞ 

（単位：百万米ドル。百万米ドル未満四捨五入） 

製品名 
2016年３月期 

第３四半期累計 

2017年３月期 

第３四半期累計 
対前年同期増減 

ベニカー／ 

ベニカーHCT※ 

高血圧症治療剤 

519 421 
△98 

△18.9% 

エイゾール 

高血圧症治療剤 
129 84 

△45 

△34.8% 

トライベンゾール 

高血圧症治療剤 
79 66 

△13 

△16.2% 

ウェルコール 

高コレステロール血症治療剤・

２型糖尿病治療剤 

310 302 
△8 

△2.6% 

エフィエント 

抗血小板剤 

（共同販促収入） 

135 155 
20 

14.7% 

サベイサ 

抗凝固剤 
2 13 

11 

452.3% 

モバンティック 

オピオイド誘発性便秘薬 

（共同販促収入） 

10 27 
17 

160.0% 

※ オルメサルタンのオーソライズド・ジェネリックを含む。 
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＜ルイトポルド・ファーマシューティカルズInc.主力品売上収益＞ 

                         （単位：百万米ドル。百万米ドル未満四捨五入） 

製品名 
2016年３月期 

第３四半期累計 

2017年３月期 

第３四半期累計 
対前年同期増減 

ヴェノファー 

鉄欠乏性貧血治療剤 
200 199 

△1 

△0.6% 

インジェクタファー 

鉄欠乏性貧血治療剤 
106 161 

56 

52.6% 

 

c．欧州 

欧州の売上収益は、545億円（前年同期比0.9％減）、現地通貨ベースでは４億６

千１百万ユーロ（前年同期比12.8％増）となりました。 

オルメテック／オルメテックプラス、セビカーが減収となったものの、リクシア

ナ及びエフィエントが伸長しました。 

 

＜第一三共ヨーロッパGmbH主力品売上収益＞ 

                        （単位：百万ユーロ。百万ユーロ未満四捨五入） 

製品名 
2016年３月期 

第３四半期累計 

2017年３月期 

第３四半期累計 
対前年同期増減 

オルメテック／ 

オルメテックプラス 

高血圧症治療剤 

185 156 
△29 

△15.6% 

セビカー 

高血圧症治療剤 
90 81 

△9 

△9.7% 

セビカーHCT 

高血圧症治療剤 
55 56 

1 

1.0% 

エフィエント 

抗血小板剤 
24 51 

27 

109.7% 

リクシアナ 

抗凝固剤 
5 52 

47 

967.0% 

 

d．その他の地域 

その他の地域の売上収益は、428億円（前年同期比19.2％減）となりました。韓国

において、抗凝固剤リクシアナ等の主力品が伸長したものの、その他の地域通貨全

般に対する円高進行による為替の影響等により、減収となりました。 
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② 研究開発活動 

当社グループは、「がんに強みを持つ先進的グローバル創薬企業」を2025年ビジョ

ンとして掲げております。 

2025年ビジョンの達成に向け、重点領域である、がん領域の研究開発を加速するた

め、研究と臨床開発の組織をグローバルに一体化したオンコロジーRDサブユニットを

2016年４月に新設しました。 

また、疼痛、中枢神経系疾患、心不全・腎障害、希少疾患を次世代領域と位置付け

ました。 

研究組織をバイオベンチャーモデルに転換し、薬理と合成の両機能を有した領域毎

の組織とすることで、研究スピードの加速・生産性の向上を目指してまいります。 

新たな組織体制のもと、研究から初期開発段階では、パートナリング、オープンイ

ノベーション、トランスレーショナルリサーチを利用して、標準治療を変革する先進的

新薬創出を目指した活動を進めております。 

また、後期開発段階では、がん領域と循環代謝領域に加え、疼痛管理に対して、新

たな治療選択を提供する、各国市場に適合した製品の開発を進めております。 

さらに、ライフサイクルマネジメントにおいては、当社の強みの領域である循環代

謝領域を中心に継続した取り組みを実施しております。 

なお、研究開発の生産性向上への取り組みとして、研究開発組織の運営コストの低

減及び開発プロジェクトへの再配分を目的としたグローバル研究開発体制の見直しを実

施しております。その取組みの一環として、当社の欧州子会社であるＵ３ファーマGmbH

を2016年10月に閉鎖しました。 

主な研究開発プロジェクトの進捗状況は、次のとおりであります。 

 

【主な研究開発プロジェクト】 

a.プラスグレル 

日本では、2014年より経皮的冠動脈形成術を伴う虚血性心疾患の適応症で製品名エ

フィエントとして販売しております。 

なお、虚血性脳血管障害患者を対象とした国内フェーズ３試験（PRASTRO-I試験及び

PRASTRO-II試験）を2016年10月に完了しました。年齢75歳未満及び体重50kg超の虚血

性脳血管障害患者を対象としたPRASTRO-I試験では、主要評価項目を達成しませんでし

た。一方、年齢75歳以上又は体重50kg以下の虚血性脳血管障害患者を対象とした

PRASTRO-II試験では、所期の目的を達成しました。 

また、米国で実施していた小児鎌状赤血球症患者を対象としたフェーズ３試験結果

を米国食品医薬品局（以下「FDA」）に提出しておりましたが、2016年６月に180日間

の独占販売期間延長が認められました。 
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b.エドキサバン 

日本では、2011年より下肢整形外科手術患者における静脈血栓塞栓症の発症抑制の

適応症で製品名リクシアナとして販売しており、2014年に非弁膜症性心房細動患者に

おける虚血性脳卒中及び全身性塞栓症の発症抑制、並びに静脈血栓塞栓症（深部静脈

血栓症及び肺塞栓症）の治療及び再発抑制の両効能を追加取得しております。 

海外では、当四半期末時点で、米国、スイス、英国、ドイツ、アイルランド、オラ

ンダ、韓国、台湾、イタリア、スペイン、ベルギー、香港等においても順次販売を開

始するとともにトルコ、タイで承認を取得しております。また、現在ブラジル、中国

等において承認申請中であります。 

さらに、ライフサイクルマネジメントの取り組みとして、2016年８月に非弁膜症性

心房細動患者における新規用法・用量の追加を目的としたELDERCARE-AF試験を、2016

年10月に非弁膜症性心房細動を有する後期高齢者を対象とした企業主導大規模臨床研

究(ANAFIE Registry)を日本においてそれぞれ開始しました。 

また、電気的除細動（低エネルギーの電気的ショックにより心臓のリズムを正常化

する治療）を受ける予定の非弁膜症性心房細動患者を対象とした欧米におけるENSURE-

AF試験の結果が2016年８月に欧州心臓病学会で発表されました。 

 

c.デノスマブ 

日本で2012年より多発性骨髄腫による骨病変及び固形がん骨転移による骨病変、ま

た2014年より骨巨細胞腫の適応症で、製品名ランマークとして販売しております。さ

らに、2013年より骨粗鬆症に対する国内製造販売承認を取得し、プラリアの製品名で

販売しております。 

なお、関節リウマチの患者を対象とした国内フェーズ３試験を完了し、2016年９月

に効能追加の承認申請を行いました。また、乳がん術後補助療法に関しては、グロー

バル・フェーズ３試験を実施しております。 

 

d.キザルチニブ 

欧米及びアジアでFLT3-ITD変異を有する急性骨髄性白血病の二次治療の適応取得を

目的としたフェーズ３試験を推進しております。 

また、欧米及びアジアで同疾患の一次治療の適応取得を目的としたフェーズ３試験

を2016年10月に開始しました。 

 

e.ペキシダルチニブ 

2015年10月にFDAより腱滑膜巨細胞腫（以下「TGCT」）の治療における画期的治療薬

(Breakthrough Therapy)に指定されており、欧米でTGCT患者を対象としたフェーズ３

試験に取り組んでおります。なお、非致死性の重篤な肝障害症例が２例報告されたこ

とを受け、2016年10月に独立データモニタリング委員会より受領した勧告に従い、新

規患者登録を中断し、安全措置を講じた上で、既登録患者（126名の患者登録計画に対

して121名）にて試験を継続しております。 

また、抗PD-1抗体を含む他剤との併用での進行性固形がん患者を対象としたフェー

ズ１/２a試験を実施しております。 
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f.パトリツマブ 

欧米で局所進行性又は転移性の非小細胞肺がん患者におけるエルロチニブとパトリ

ツマブの併用効果を評価することを目的としたHER3-Lung試験を実施しておりました

が、事前に設定した有効性の基準を達成しなかったため、2016年５月に中止を決定し

ました。 

なお、欧州で実施中のパトリツマブ、セツキシマブ及び白金系製剤の併用による再

発又は転移性の頭頸部がん患者を対象としたフェーズ２試験は、継続して取り組んで

まいります。 

 

g.チバンチニブ 

欧米で肝臓がんの中でもっとも一般的なタイプである肝細胞がんのセカンドライン

治療について、現在フェーズ３試験を実施しております。 

 

h.DS-8201 

前治療としてT-DM1を含む抗がん剤治療を受けたHER2陽性の転移性乳がん患者等を対

象としたフェーズ１試験パート１（用量漸増試験）の結果が2016年10月に欧州臨床腫

瘍学会(ESMO)のLate Breaking Sessionで発表されました。 

本結果を踏まえて、2016年12月にFDAよりHER2陽性の転移性乳がん治療を対象とし

て、優先承認審査（Fast Track）指定を受けました。 

なお、現在、日本と米国で４つの異なるHER2陽性がん患者群を対象に安全性と有効

性をさらに評価するフェーズ１試験パート２（症例拡大試験）を実施しております。 

 

i.DS-3032 

再発性又は難治性の急性骨髄性白血病、並びに高リスクの骨髄異形成症候群を有す

る患者を対象とした米国における単剤でのフェーズ１試験（用量漸増試験）の結果が

2016年12月に米国血液学会(ASH)で発表されました。 

 

j.エサキセレノン（CS-3150） 

日本で本態性高血圧症患者を対象としたミネラロコルチコイド受容体拮抗薬エサキ

セレノンのフェーズ３試験を2016年９月に開始しました。 

 

k.ミロガバリン 

欧米で線維筋痛症患者を対象としたフェーズ３試験を推進しており、日本・アジア

では、糖尿病性末梢神経障害性疼痛患者及び帯状疱疹後神経痛患者を対象としたフェ

ーズ３試験を推進しております。 

 

l.CL-108 

当社は、米国Charleston Laboratories, Inc.から制吐剤配合の麻薬性鎮痛剤CL-108

を2014年８月に導入しておりますが、同社が中等度から重度の疼痛及びオピオイド誘

発性悪心・嘔吐の低減の適応を目指した承認申請を2016年３月に行い、2016年６月に

FDAに受理されました。FDAの審査終了目標日（PDUFA date）は2017年１月31日であり

ます。 

 

m.経鼻弱毒生インフルエンザワクチン 

2015年９月に米国MedImmune LLCから導入した経鼻弱毒生インフルエンザワクチン

（米国製品名FluMist Quadrivalent）について、2016年６月に国内製造販売承認申請

を行いました。 
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【主な研究開発提携及びオープンイノベーション等】 

a.Celixir Ltd.からの虚血性心不全の細胞治療薬Heartcelの導入 

当社は、英国Celixir Ltd.（旧社名 Cell Therapy Ltd.）が開発中の虚血性心不全

の細胞治療薬Heartcelについて、同社から日本における開発及び販売の独占的実施権

の許諾を得るライセンス契約を2016年５月に締結しました。開発及び販売は当社が実

施し、治験用及び商用生産は同社が実施する予定であります。 

 

b.Amgen Inc.からのバイオ後続品の導入 

当社は、米国Amgen Inc.が開発中のバイオ後続品９品目（後期開発ステージにある

アダリムマブ、ベバシズマブ、トラスツズマブを含む）について、日本における商業

化に関する独占契約を2016年７月に締結しました。開発及び製造は同社が実施し、日

本での販売承認申請、並びに流通と販売は当社が実施する予定であります。また、同

社は共同プロモーションの権利を持ちます。 

 

c.健康成人を対象としたバイオマーカーのデータ基盤構築に関する共同研究契約の締

結 

当社、アステラス製薬株式会社及び武田薬品工業株式会社は、健康成人におけるバ

イオマーカーの基礎データを網羅的に取得・解析する共同研究契約を2016年５月に締

結しました。本共同研究により、これまで個別の製薬企業では難しかった網羅的なバ

イオマーカーのデータ基盤構築が可能になるとともに、トランスレーショナルリサー

チのアプローチを用いた、より効果的な創薬活動にもつながります。 

 

d.バイスペシフィック抗体に関するZymeworks Inc.との共同探索研究およびクロスラ

イセンス契約の締結 

当社は、がん免疫治療薬の研究開発の加速を目的として、カナダZymeworks Inc.と

のバイスペシフィック抗体（二重特異性抗体）に関する共同探索研究およびクロスラ

イセンス契約を2016年９月に締結しました。 

 

e.がん免疫に関するAgonOx, Inc.との共同研究及びオプション契約の締結 

当社は、米国AgonOx, Inc.と特定のがん免疫薬に関する共同研究及びオプション契

約を2016年10月に締結しました。当社と同社は、特定のがん免疫薬に関する非臨床試

験を共同で実施します。また、当社は、非臨床試験結果の評価後、全世界における同

がん免疫薬の研究、開発、製造及び商業化に関する権利を取得できる独占的オプショ

ン権を獲得しました。 

 

f.肺がんに関するDana-Farber Cancer Institute, Inc.との研究提携契約の締結 

当社は、米国Dana-Farber Cancer Institute, Inc.と肺がんの非臨床試験に関する

研究提携契約を2016年10月に締結しました。当社は、同社と連携し、同社が開発した

独自の動物実験モデルを活用し、当社が保有する肺がん治療候補薬のトランスレーシ

ョナル非臨床薬理試験を実施します。 

 

g.がん領域におけるDarwinHealth, Inc.との研究開発提携契約の締結 

当社は、米国DarwinHealth, Inc.とがん領域における研究開発提携契約を2016年12

月に締結しました。同社の各種薬剤に対するバイオマーカー及び適応がん種を予測す

る新規技術を当社が保有するがん領域の研究開発パイプラインの開発戦略決定と優先

度付けに活用します。 
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h.血中循環がん細胞解析法構築に関する基本合意書の締結 

当社、シスメックス株式会社及びアステラス製薬株式会社は、血中循環がん細胞の

解析法構築に関する基本合意書を2016年12月に締結しました。本契約に基づき、３社

は、リキッドバイオプシーを活用した診断薬や医薬品の研究開発に加え、臨床検査に

おける標準化を視野に入れた新たな血中循環がん細胞解析法の確立に取り組みます。 

 

i.毛細血管幹細胞CapSCsに関するオープンイノベーション研究の開始 

当社と国立大学法人旭川医科大学（以下「旭川医科大学」）は、旭川医科大学心血

管再生・先端医療開発講座 川辺淳一特任教授が発見した新規幹細胞である毛細血管幹

細胞（以下「CapSCs」）に関するオープンイノベーション研究を2016年４月に開始し

ました。本研究では、CapSCsの各種疾患に対する治療効果の検証とともに、細胞治療

ソースとしての実用化に向けた検討を進めてまいります。 

 

なお、本研究を行うためにOiDE CapiSEA株式会社を設立し、三菱UFJキャピタルが運

営するOiDE ファンド投資事業有限責任組合（以下「OiDE ファンド」）から共同研究

等に必要な資金を全額出資しております。 

本件がOiDEファンド出資の第１号であり、当社と三菱UFJキャピタルはOiDEファンド

を活用した新規創薬基盤技術を育成するオープンイノベーション活動を引き続き進め

てまいります。 

 

③ 株主還元について 

当社は、持続的な企業価値の向上を図るため、成長戦略の展開に不可欠な投資の実

行と株主の皆様への利益還元を総合的に勘案し、利益配分を決定することを経営の基

本方針としております。 

なお、第４期中期経営計画において、総還元性向※を期間中100%以上、配当金は普

通配当を年間70円以上に増配する株主還元策を掲げ、配当は安定的に行い、自己株式

取得を機動的に実施する方針としております。 

※総還元性向：（配当＋自己株式取得総額）／当期利益（親会社帰属） 

 

この方針のもと、株主還元の充実と共に資本効率の向上を図るため、2016年６月21

日から10月24日までに約500億円、約2,025万株の自己株式を取得しました。 

また、当第２四半期末の株主の皆様に中間配当として、１株当たり35円の普通配当

を12月１日にお支払いしました。なお、期末配当は35円を予想しており、2017年３月

期の年間配当金は70円となる予定です。 
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（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期末における資産合計は１兆9,869億円となりました。営業債権やその他の

金融資産の増加等により、前期末より864億円の増加となりました。 

負債合計は7,605億円となりました。社債の発行等により、前期末より935億円の増加

となりました。 

資本合計は１兆2,264億円となりました。四半期利益の計上があった一方で、自己株式

の取得等により、前期末より71億円の減少となりました。 

親会社所有者帰属持分比率は61.7％となり、前期末から3.1％減少しております。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2016年10月31日に公表した2017年３月期連結業績予想との差異は次のとおりです。 

 

① 2017年３月期通期連結業績予想数値の修正（2016年４月１日～2017年３月31日） 

 

売上収益 営業利益 税引前利益 

親会社の所有
者に帰属する
当期利益 

基本的１株
当たり当期

利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

920,000 

百万円 

100,000 

百万円 

100,000 

百万円 

65,000 

円 銭 

98.02 

今回発表予想（B） 950,000 110,000 110,000 70,000 105.56 

増減額   （B－A） 30,000 10,000 10,000 5,000  

増減率     （％） 3.3 10.0 10.0 7.7  

（ご参考） 

2016年３月期 986,446 130,412 122,388 82,282 119.37 

*第４四半期以降の想定為替レート １米ドル=110円 １ユーロ=120円 

 

② 修正の理由 

売上収益につきましては、日本及び米国等において製品売上が堅調に推移しているこ

とに加え、円安による為替の効果を考慮して、前回予想を300億円上回る9,500億円に修

正いたします。 

営業利益及び税引前利益につきましては、売上収益の伸長に伴う売上総利益の増加が

見込まれるものの、研究開発の進捗及び為替の影響による経費の増加が予想されるた

め、前回予想を100億円上回る1,100億円に修正いたします。 

親会社の所有者に帰属する当期利益につきましては、税引前利益の増加に伴い、前回

予想を50億円上回る700億円となる見込みです。 

なお、前回発表予想数値及び今回発表予想数値の基本的１株当たり当期利益は、2016

年６月21日から10月24日までに実施した自己株式取得を反映しております。 

 

（注）上記の業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合
理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因によ
り異なる可能性があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更 

（IFRSにより要求される会計方針の変更） 

 当社グループの要約四半期連結財務諸表において適用する重要な会計方針は、以下

を除いて、前連結会計年度の連結財務諸表において適用した会計方針と同一でありま

す。 

 当社グループは、当連結会計年度より、次の基準書を適用しております。これらの

基準書の適用が、要約四半期連結財務諸表に与える重要な影響はありません。 

 

IFRS 概要 

IFRS第11号 共同支配の取決め 
共同支配事業に対する持分の取得に係る会計処
理の明確化 

IFRS第14号 規制繰延勘定 規制繰延勘定に係る会計処理の設定 

IAS第１号 財務諸表の表示 重要性に応じた表示・開示に係る規定の明確化 

IAS第27号 個別財務諸表 
個別財務諸表における子会社及び関連会社等に
対する会計処理の改訂 

IAS第16号 有形固定資産 

減価償却及び償却の許容される方法の明確化 

IAS第38号 無形資産 

IAS第16号 有形固定資産 

果実生成型植物の会計処理について規定 

IAS第41号 農業 

IFRS第10号 連結財務諸表 

投資企業に関する連結・持分法の例外規定適用
の明確化 

IFRS第12号 他の企業への関与の開示 

IAS第28号 
関連会社及び共同支配企
業に対する投資 
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３．要約四半期連結財務諸表
（１）要約四半期連結財政状態計算書

（単位：百万円）

   
前連結会計年度

（2016年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2016年12月31日）

資産      

流動資産      

現金及び現金同等物   222,159 196,981

営業債権及びその他の債権   248,762 280,819

その他の金融資産   493,768 562,368

棚卸資産   144,273 159,425

その他の流動資産   15,233 14,797

 小計   1,124,196 1,214,392

売却目的で保有する資産   1,071 2,714

流動資産合計   1,125,268 1,217,107

非流動資産      

有形固定資産   250,168 244,583

のれん   78,691 80,613

無形資産   210,395 221,998

持分法で会計処理されている投資   1,207 1,386

その他の金融資産   168,189 152,779

繰延税金資産   55,726 59,155

その他の非流動資産   10,875 9,303

非流動資産合計   775,254 769,818

資産合計   1,900,522 1,986,926
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（単位：百万円）

   
前連結会計年度

（2016年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2016年12月31日）

負債及び資本      

流動負債      

営業債務及びその他の債務   241,831 210,909

社債及び借入金   20,000 －

その他の金融負債   819 537

未払法人所得税   53,936 80,424

引当金   28,335 45,244

その他の流動負債   34,770 22,154

 小計   379,694 359,269

売却目的で保有する資産に直接関連する負債   － 231

流動負債合計   379,694 359,501

非流動負債      

社債及び借入金   181,000 280,538

その他の金融負債   9,148 7,653

退職給付に係る負債   14,028 15,010

引当金   12,287 12,419

繰延税金負債   33,679 33,868

その他の非流動負債   37,161 51,525

非流動負債合計   287,306 401,015

負債合計   667,000 760,517

資本      

親会社の所有者に帰属する持分      

資本金   50,000 50,000

資本剰余金   103,927 103,750

自己株式   △64,155 △114,146

その他の資本の構成要素   146,717 143,576

利益剰余金   994,916 1,042,593

親会社の所有者に帰属する持分合計   1,231,406 1,225,774

非支配持分      

非支配持分   2,115 635

資本合計   1,233,521 1,226,409

負債及び資本合計   1,900,522 1,986,926
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（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

要約四半期連結損益計算書

（単位：百万円）

   
前第３四半期連結累計期間
（自 2015年４月１日
至 2015年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2016年４月１日
至 2016年12月31日）

売上収益   758,555 734,405

売上原価   237,721 241,742

売上総利益   520,834 492,662

販売費及び一般管理費   232,297 220,460

研究開発費   138,125 143,496

営業利益   150,412 128,706

金融収益   4,102 6,097

金融費用   8,966 2,608

持分法による投資損益   △114 197

税引前四半期利益   145,433 132,391

法人所得税費用   36,107 45,082

四半期利益   109,326 87,309

 

四半期利益の帰属
     

親会社の所有者   110,727 88,181

非支配持分   △1,400 △872

四半期利益   109,326 87,309

 

１株当たり四半期利益  
   

基本的１株当たり四半期利益（円）   160.18 130.81

希薄化後１株当たり四半期利益（円）   159.83 130.50
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要約四半期連結包括利益計算書

（単位：百万円）

   
前第３四半期連結累計期間
（自 2015年４月１日
至 2015年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2016年４月１日
至 2016年12月31日）

四半期利益   109,326 87,309

その他の包括利益      

純損益に振り替えられることのない項目      

その他の包括利益を通じて公正価値で

測定する金融資産
  △19,113 △6,596

その後に純損益に振り替えられる

可能性のある項目
     

在外営業活動体の換算差額   △2,553 6,592

税引後その他の包括利益   △21,667 △3

四半期包括利益   87,658 87,305

 

四半期包括利益の帰属
     

親会社の所有者   89,118 88,177

非支配持分   △1,460 △872

四半期包括利益   87,658 87,305
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

（単位：百万円） 

        

親会社の所有者に帰属する持分 

資本金   資本剰余金   自己株式   

その他の資本の構成要素 

新株予約権   
在外営業活動体

の換算差額   
キャッシュ・ 

フロー・ 
ヘッジ 

2015年４月１日 残高       50,000   105,267   △14,198   1,760   106,202   △4,347 
四半期利益       －   －   －   －   －   － 
その他の包括利益       －   －   －   －   △2,494   － 

四半期包括利益       －   －   －   －   △2,494   － 
                             

自己株式の取得       －   △201   △50,031   －   －   － 
自己株式の処分       －   －   60   △30   －   － 
株式に基づく報酬取引       －   －   －   220   －   － 
配当金       －   －   －   －   －   － 
非支配持分の取得       －   △1,138   －   －   －   － 
その他の資本の構成要素 
から利益剰余金への振替       －   －   －   －   △6   4,347 

その他の増減       －   －   －   －   －   － 
所有者との取引額等合計       －   △1,339   △49,971   190   △6   4,347 
2015年12月31日 残高       50,000   103,927   △64,169   1,950   103,702   － 
                             
2016年４月１日 残高       50,000   103,927   △64,155   1,935   75,195   － 

四半期利益       －   －   －   －   －   － 
その他の包括利益       －   －   －   －   6,592   － 

四半期包括利益       －   －   －   －   6,592   － 
                             

自己株式の取得       －   △69   △50,018   －   －   － 
自己株式の処分       －   －   27   △15   －   － 
株式に基づく報酬取引       －   －   －   264   －   － 
配当金       －   －   －   －   －   － 
非支配持分の取得       －   △107   －   －   －   － 
その他の資本の構成要素 
から利益剰余金への振替       －   －   －   －   －   － 

その他の増減       －   －   －   －   －   － 
所有者との取引額等合計       －   △177   △49,990   249   －   － 
2016年12月31日 残高       50,000   103,750   △114,146   2,184   81,788   － 

 
（単位：百万円） 

        

親会社の所有者に帰属する持分         
その他の資本の構成要素   

利益剰余金   
親会社の所有者
に帰属する持分

合計 
  非支配持分   資本合計 

その他の 
包括利益を通 
じて公正価値 
で測定する 
金融資産 

  
その他の資本 
の構成要素 

合計 
  

2015年４月１日 残高       65,419   169,034   993,953   1,304,057   2,984   1,307,041 
四半期利益       －   －   110,727   110,727   △1,400   109,326 
その他の包括利益       △19,113   △21,608   －   △21,608   △59   △21,667 

四半期包括利益       △19,113   △21,608   110,727   89,118   △1,460   87,658 
                             

自己株式の取得       －   －   －   △50,232   －   △50,232 
自己株式の処分       －   △30   △29   0   －   0 
株式に基づく報酬取引       －   220   －   220   －   220 
配当金       －   －   △48,456   △48,456   －   △48,456 
非支配持分の取得       －   －   －   △1,138   1,138   － 
その他の資本の構成要素 
から利益剰余金への振替       32,962   37,303   △37,303   －   －   － 

その他の増減       －   －   －   －   △5   △5 
所有者との取引額等合計       32,962   37,494   △85,790   △99,607   1,133   △98,473 
2015年12月31日 残高       79,267   184,920   1,018,890   1,293,569   2,657   1,296,226 
                              
2016年４月１日 残高       69,586   146,717   994,916   1,231,406   2,115   1,233,521 

四半期利益       －   －   88,181   88,181   △872   87,309 
その他の包括利益       △6,596   △3   －   △3   －   △3 

四半期包括利益       △6,596   △3   88,181   88,177   △872   87,305 
                             

自己株式の取得       －   －   －   △50,088   －   △50,088 
自己株式の処分       －   △15   △10   1   －   1 
株式に基づく報酬取引       －   264   －   264   －   264 
配当金       －   －   △43,879   △43,879   －   △43,879 
非支配持分の取得       －   －   －   △107   △600   △708 
その他の資本の構成要素 
から利益剰余金への振替       △3,386   △3,386   3,386   －   －   － 

その他の増減       －   －   －   －   △7   △7 
所有者との取引額等合計       △3,386   △3,137   △40,503   △93,809   △608   △94,417 
2016年12月31日 残高       59,603   143,576   1,042,593   1,225,774   635   1,226,409 
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（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）
 

   
前第３四半期連結累計期間
（自 2015年４月１日
至 2015年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2016年４月１日
至 2016年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー      

税引前四半期利益   145,433 132,391

減価償却費及び償却費   33,037 33,635

減損損失   6 986

金融収益   △4,102 △6,097

金融費用   8,966 2,608

持分法による投資損益（△は益）   114 △197

固定資産除売却損益（△は益）   △8,500 △177

営業債権及びその他の債権の増減額（△は増加）   △58,602 △32,950

棚卸資産の増減額（△は増加）   △5,797 △14,702

営業債務及びその他の債務の増減額（△は減少）   6,637 △27,540

その他   3,098 11,858

小計   120,292 99,815

利息及び配当金の受取額   3,119 3,683

利息の支払額   △1,109 △904

法人所得税の支払額   △29,303 △22,337

営業活動によるキャッシュ・フロー   92,998 80,257

投資活動によるキャッシュ・フロー      

定期預金の預入による支出   △448,869 △471,533

定期預金の払戻による収入   260,631 357,747

投資の取得による支出   △257,711 △136,945

投資の売却による収入   577,445 189,813

投資の売却に係る為替予約の決済による支出   △7,024 －

有形固定資産の取得による支出   △23,525 △16,833

有形固定資産の売却による収入   2,547 289

無形資産の取得による支出   △28,316 △20,406

子会社の取得による支出   △11,771 －

子会社の売却による収入   7,004 －

貸付けによる支出   △1,367 △57

貸付金の回収による収入   1,410 1,225

その他   8,375 1,776

投資活動によるキャッシュ・フロー   78,827 △94,922

財務活動によるキャッシュ・フロー      

社債の発行及び借入れによる収入   0 100,000

社債の償還及び借入金の返済による支出   △20,000 △20,000

自己株式の取得による支出   △50,232 △50,088

自己株式の売却による収入   0 1

配当金の支払額   △48,514 △43,925

その他   △1,030 △909

財務活動によるキャッシュ・フロー   △119,777 △14,921

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）   52,048 △29,587

現金及び現金同等物の期首残高   189,372 222,159

現金及び現金同等物に係る換算差額   △1,320 4,409

現金及び現金同等物の期末残高   240,099 196,981
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（５）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

 当社グループは、「医薬事業」の単一セグメントであるため、報告セグメント別の記載は省略しております。

第一三共株式会社（4568）平成29年3月期　第3四半期決算短信

22




